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５ 民間事業者との包括連携協定に基づく複業人材の活用 【奈良県三宅町】

 公⺠連携、地⽅創⽣の推進、住⺠サービスの更なる向上のため⺠間事業者と「まちづくり
包括連携協定」を締結し、複業⼈材を多数採⽤し様々なプロジェクトに取り組む

事業の概要

○ 複業⼈材紹介企業と連携協定を締結し、なるべくコストを掛けず⺠間⼈材の活⽤をできる体制を構築。
○ 「DXアドバイザー」、「業務効率化アドバイザー」、 「EBPMアドバイザー」 、「⼈事・採⽤戦略アドバイザー」、

「広報戦略アドバイザー」等を４ヶ⽉間の任期で採⽤し、それぞれのテーマに応じた取組を集中的に実施。
○ 各期報告会を実施し、効果を確認しつつ更なる取組を検討。各アドバイザーの中から、プロジェクト終了後

に委託契約に発展するケース等、継続的に様々なプロジェクトに参画関わるケースも創出。

行政のDXは「住民ファースト」で考える。 三宅町はDXで、日本一かっこいい行政職員へ。

DXアドバイザーとの7回のミーティングや「DX講座」を通して、84個の課題と173個の解決アイデアを創出 (第１弾成果）

＜２．⼈材確保・育成＞ ① 県・市町村の連携による広域的な⼈材確保や⺠間事業者との連携による⼈材確保
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【参考情報】 三宅町⼈⼝︓0.7万⼈
関連ＵＲＬ︓三宅町報道発表（https://www.town.miyake.lg.jp/chosei/press/index.html 成果報告会）

三宅町公式note (https://miyake-town.note.jp/m/m4e70f4bd8c8e)

（三宅町）

（総務省）

取組の経緯・きっかけを教えてください。

取組の成果事例を教えてください。

多様化する住⺠のニーズに、⾏政だけで応えていくには難しくなってきています。⼀⽅で外部の⼒を借りたいけれど
予算化が難しいという点もありました。
そこで、複業⼈材紹介企業と連携協定を締結し、なるべくお⾦をかけずに、⺠間で活躍されている⽅々の⼒をお

借りすることができる取組を始めることになりました。

⼯夫点や今後の展開を教えてください。

☆担当︓三宅町 みやけイノベーション推進部 政策推進課☆

「業務効率化アドバイザー」によるプロジェクトでは、役場にて取り扱う公⽂書の保管などに関して整理を⾏いました。
この点については、近い将来に⾏うことになる新しい⽂書管理システムの導⼊の前捌きとして、デジタルとリアルが⼀

貫して整理されている状況を創出するために役⽴っているといえます。また、DXをテーマに募集した⼈材との協議の結
果、「デジタルの⼒に頼らない既存の業務の⾒直しよる効率化」にも取り組むこととしました。

庁内での説明会などを実施するなどして、進め⽅等の理解が得られるよう、丁寧な説明を⼼がけています。
複業⼈材の採⽤に関して複業⼈材紹介企業の⼒を借りており、町側の事務負担等は最⼩限に抑えられていると
いえます。
今後の課題として、各々のプロジェクトが単発で終わることなく、他の取り組みにも転⽤できたり、波及するようになれ

ば良いと考えております。

５ 民間事業者との包括連携協定に基づく複業人材の活用 【奈良県三宅町】
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（参考）⽂書保管・整理アドバイザーの活⽤事例

○ 職員の事前要望を踏まえ、「⽂書保管・整理のアドバイザー」の募集を実施。
○ デジタルを⽤いての業務効率化・改善に関する業務効率化アドバイザーを登⽤し、⽂書保管・整理を実施。
＜作業ステップと効果＞
① ⽳をあけて管理するタイプのファイル⽤品から、書類を扱いやすい個別フォルダに移替（不要書類は処分）。
② 個別フォルダに移替後、そのデータをエクセルで⼀覧化（約500⾏、25ページ分）。

⇒ どこにどんな書類が保管されているか、何年間保存し、いつ処分するか新⼈職員でも分かるようになった。
⇒ 他部署にもノウハウが伝わり、全庁的に好影響が伝播していった。（R5年度に全部署で実施完了予定）

書庫周辺の
プロジェクト前後の⽐較

書類を探す手間や

綴る負担がなくなったことで、

効果を実感！

職員の書類整理への

意識も変わりました！
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